
孤独・孤立官民連携第2回シンポジウム「らしさ」と孤独・孤立

助かり合うわたしたちへ
～街の駆け込み宿やどかりハウスより～
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NPO法人場作りネット
元島生

やどかり
ハウスとは



年間10,000件の相談対応
苦しむ人々の声に耳を澄ます
自分たちをこそ問い直す日々
場作りネットの心臓部

場を作る
相談する側、される側ではなく、
共に社会を変える仲間として
出会い直すための場

共に社会を変えていく
行政や社会への働きかけ
共に生きていく日々



家庭内の抑圧

生き延びるための

自責・自傷

引きこもり・無気力

家庭に持ち込まれる

社会の暴力性
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やどかり
ハウスとは
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155名中

46％（71名）に

何等かの暴力被害

12％（18名）に深刻な性被害
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「ゆっくり休みたい」が最も多く、次いで「抱えている問題
を相談したい」
まずはゆっくり休むこと
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社会や暮らしや関係性が変わらなければ、孤立は解消されない
相談する側、される側ではなく隣人として「出会い直す」

助かり合うわたしたちへ



やどかりハウス第
二幕

“助かり合う私たちへ”
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LINEオープンチャットで次々と生まれるコミュニティ

女性自立のお茶会６１名やどかりサポーターズ89名やどかり社会提言室３２名 わたしを食い止めて２４名
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街に仕事が
生まれる

出会い直す場を街に

街のケアが耕される

「こんな大変さがあることが分から
なかった」

劇場・ゲスト
ハウス

◆演劇、音楽の公演
の舞台設営スタッ
フ

◆コワーキングスペ
ース床張り

映画館

◆イベントチラシ配
り

◆子の見守り

◆インタビュー・
SNS投稿

地元企業

◆祭りに出店

(古本販売、刺繍
グッズ販売)

古本屋

◆販売、接客

◆コミックセッ
ト作成

◆SNS投稿

オーガニック

ファーム

◆収穫、調整
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やどかりのねどこ、はじめます

空き家、空き部屋、居候・・
居てくれるだけで助かるという声も
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個人や社会が変わったところで、
わたしたちは助からなかった

医学モデル
「障害」を抱えた人に問題があり

問題を抱えた人が社会に合わせる努力を強い
られる

障がいや生きづらさを
考える時の
新しいモデル

社会モデル
社会の側に「障害」がある

社会の側や環境を変えていこうとするモデル

関係性モデル
人々が繋がり、応答関係の持てる社会へと場
や在り方（会議や企画や繋がり方）をデザイ
ンするモデル

助かり合うわたしたちへ



日々の様子
はこちら

やどかりハウスを
もっと詳しく知る

「やどかりハウ
スとは」こちら

19

場作りネット
HPはこちら
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